
（
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
等
報
告
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
係
る
輸
送
実
績
報
告
書
の

様
式
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報

〇
国
土
交
通
省
令
第
二
十
五
号

航
空
機
登
録
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
九
十
六
号
）
第
三
十
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
航
空
機
登
録
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

航
空
機
登
録
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

航
空
機
登
録
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
且
つ
」
を
「
か
つ
」
に
、「
つ
ず
り
目
に
契
印
し
な
け
れ
ば
」
を
「
つ
づ
り
目
に
契
印
し
、
又
は

契
印
に
代
え
て
、
こ
れ
に
準
ず
る
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
中
「
第
二
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
四
項
」
に
、「
附
し
た
」
を
「
付
し
た
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
防
衛
省
令
第
三
号

独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
六
号
）
及
び
独
立
行
政
法
人
通
則

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
七
十
四

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理
機
構
の
業

務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

防
衛
大
臣

中
谷

元

独
立
行
政
法
人
駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

独
立
行
政
法
人
駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
三

年
内
閣
府
令
第
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
三
十
条
第
一
項
の
中
期
計
画
」
を
「
第
三
十
五
条
の
十
第
一
項
の
事
業
計
画
（
以
下
「
事
業
計
画
」

と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
五
条
を
削
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中
「
中
期
計
画
に
定
め
る
そ
の
他
」
を
「
事
業
計
画
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
三
十
条

第
二
項
第
七
号
」
を
「
第
三
十
五
条
の
十
第
三
項
第
七
号
」
に
、「
中
期
目
標
の
期
間
終
了
時
の
積
立
金
の
使
途
」を「
積

立
金
の
使
途
に
関
す
る
事
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を「（
事
業
計
画
の
認
可
申
請
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
中

期
計
画
」
を
「
第
三
十
五
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
」
に
、「
中
期
計
画
を
」
を
「
事
業
計
画
を
」
に
改

め
、「
中
期
計
画
の
最
初
の
」
及
び「（
機
構
の
最
初
の
事
業
年
度
の
属
す
る
中
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
成
立
後
遅

滞
な
く
）」を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条
第
一
項
後
段
」
を
「
第
三
十
五
条
の
十
第
一
項
後
段
」
に
、「
中
期
計

画
」
を
「
事
業
計
画
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
記
載
す
べ
き
」
を
「
記
載
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
し
、
第
一
条
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
監
査
報
告
の
作
成
）

第
二
条

機
構
に
係
る
通
則
法
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

監
事
は
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
情
報
の
収
集
及
び
監

査
の
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
役
員
（
監
事
を
除
く
。
第
一
号
及
び
第
五

項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
監
事
の
職
務
の
執
行
の
た
め
の
必
要
な
体
制
の
整
備
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

機
構
の
役
員
及
び
職
員

二

そ
の
他
監
事
が
適
切
に
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
意
思
疎
通
を
図
る
べ
き
者

３

前
項
の
規
定
は
、
監
事
が
公
正
不
偏
の
態
度
及
び
独
立
の
立
場
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
関
係
の
創
設
及
び
維
持
を
認
め
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

監
事
は
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に
当
た
り
、
必
要
に
応
じ
、
機
構
の
他
の
監
事
と
の
意
思
疎
通
及
び
情
報
の
交
換
を

図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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